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ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
ネ

オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
農
薬
に
は
使

用
制
限
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
も
の

の
、
禁
止
さ
れ
て
は
い
な
い
。

　

養
蜂
関
連
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
ビ
ー
ズ
シ
ン
グ
ズ
社
の
業
務
の

中
で
最
も
大
き
な
比
重
を
占
め
る

の
が
、
養
蜂
箱
の
レ
ン
タ
ル
だ
。

オ
ー
ナ
ー
の
ジ
ュ
リ
ア
ン
・
マ
ッ

カ
ー
デ
ィ
ー
さ
ん
は
、
レ
ン
タ
ル

養
蜂
箱
は
、
養
蜂
家
と
養
蜂
に
関

心
を
持
つ
一
般
家
庭
や
企
業
と
の

「
仲
人
役
」だ
と
考
え
る
。

　

敷
地
内
に
養
蜂
箱
を
置
き
た
い

と
い
う
連
絡
が
入
る
と
、
提
携
先

の
養
蜂
家
に
知
ら
せ
、
仲
を
取
り

次
ぐ
。
養
蜂
家
は
実
際
足
を
運
び
、

箱
の
置
き
場
所
を
決
め
、
設
置
に

問
題
が
な
い
か
確
認
し
、
後
日
ハ

チ
入
り
の
養
蜂
箱
を
据
え
付
け
る
。

　

１
年
の
契
約
期
間
中
は
毎
月
、

養
蜂
家
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
を
訪
問

し
、
ハ
チ
の
状
態
を
確
認
。
同
時

に
、
ジ
ュ
リ
ア
ン
さ
ん
開
発
の
蜂

巣
管
理
シ
ス
テ
ム「
バ
ズ
テ
ッ
ク
」

を
併
用
し
、
管
理
を
徹
底
す
る
。

　

中
で
も
重
要
な
機
能
が
セ
ン

サ
ー
だ
。
ハ
チ
の
様
子
を
把
握
す

る
た
め
に
、
巣
箱
に
差
し
込
み
、

温
度
と
音
声
情
報
を
収
集
す
る
。

そ
れ
ら
は
デ
バ
イ
ス
に
送
ら
れ
、

ど
こ
に
い
て
も
養
蜂
家
は
モ
ニ

タ
ー
で
き
る
。
ま
た
専
門
の
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
で
情
報
を
蓄
積
・
分
析
。

早
め
に
ハ
チ
を
救
う
対
策
を
講
ず

る
の
に
大
き
な
助
け
に
な
る
。

　

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
と
っ
て
、
ハ

チ
の
姿
を
毎
日
目
に
し
、
養
蜂
家

か
ら
興
味
深
い
話
を
聞
け
る
の
は

有
意
義
な
こ
と
だ
。
さ
ら
に
魅
力

的
な
の
は
、
用
意
さ
れ
て
い
る
５

つ
の
プ
ラ
ン
の
う
ち
、
４
つ
に
は

各
々
契
約
に
応
じ
、
年
に
７
─
40

㌔
㌘
の
ハ
チ
ミ
ツ
が
提
供
さ
れ
る

点
だ
。料
金
は
月
額
50
Ｎ
Ｚ
㌦（
約

４
千
円
）か
ら
１
１
９
Ｎ
Ｚ
㌦（
約

１
万
円
）ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

学
校
に
は「
ビ
ー
・
ク
ラ
ブ
」

　

ビ
ー
ズ
シ
ン
グ
ズ
社
は
、
将
来

も
ハ
チ
と
共
存
で
き
る
よ
う
、
子

ど
も
へ
の
教
育
に
も
貢
献
し
て
い

る
。
学
校
が
希
望
す
れ
ば
、
費
用

を
負
担
す
る
ス
ポ
ン
サ
ー
を
探
し
、

養
蜂
箱
を
設
置
し
て
く
れ
る
の
だ
。

　

今
で
は
、
15
校
で
ハ
チ
が
飼
わ

れ
、
ミ
ツ
バ
チ
の
こ
と
を
学
ぶ

「
ビ
ー
・
ク
ラ
ブ
」が
で
き
て
い
る
。

同
社
は
校
内
で
活
用
し
て
も
ら
う

べ
く
、
視
察
や
セ
ン
サ
ー
で
得
ら

れ
た
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。
加

え
て
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
か
ら
資
金

を
集
め
、
都
市
部
に
ハ
チ
に
優
し

い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
築
く
た
め

の
努
力
も
怠
ら
な
い
。

　

同
社
の
存
在
は
、
興
味
が
あ
っ

て
も
、
時
間
や
知
識
が
な
い
と
二

の
足
を
踏
ん
で
い
た
一
般
人
や
企

業
の
背
中
を
押
し
、
巣
箱
を
置
く

場
を
増
や
す
の
に
役
立
っ
て
い
る
。

行
き
届
い
た
環
境
下
に
置
か
れ
れ

ば
、
健
康
な
ハ
チ
は
増
え
、
生
態

系
に
も
恩
恵
が
あ
る
に
違
い
な
い
。
［beezthingz］http://beezthingz.co.nz

ビ
ー
ズ
シ
ン
グ
ズ
社
の
最
高
経
営
責
任
者
の

ピ
ー
タ
ー
・
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
さ
ん（
左
）と
右

が
ジ
ュ
リ
ア
ン
さ
ん

s o c i a l  b u s i n e s s  a r o u n d  t h e  w o r l d

世界のソーシャル・ビジネスアジア・オセアニア編

ニュージーランド

一般家庭にも養蜂箱
健康なハチを増やす

黄色の部分がセンサー。バズテックは、テクノロジーを取り入れた農業関連の
起業を支援するプログラム「スプラウト」に2016年に参加が認められた８グ
ループのうちのひとつ

　近年、世界的にハチの個体数が減少してい
る。多くの国でネオニコチノイド系農薬が原
因といわれているが、ニュージーランドでは
ミツバチヘギイタダニに起因するとされる。
国内では、ダニの寄生から守り、巣を徹底的に
管理し、ハチを都市部の生態系に呼び戻すこ
とを目指す、ビーズシングズ社が注目を集め
ている。�（ニュープリマス＝クローディアー真理）


